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1。 な る （195・
， 動 雑 6・・ 416）。。．1−・．2i．・ ．で 雌 転換 は秘 栖 が ， 遣伝鯉 の 緲 ［借 の 発 達 が繝 肱

た もの や 雕 もで き るtt・．・一・．7・i．・ ．で 晦 くは 睡 櫟 起 す 漏 ．性や 不 転 換鯤 で き る ・
鼡 L で 舶 の

ほ と ん ど全 部 が 転 換 を 起す が ， た だ 1例 だ け 典 型 的 な 早 蹟 司体の 区性 か で きた 。
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・ 液 購 た 鰍 工 媒 楕で 正 常硝 9 〔X
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）皎 雑す る と ・
そ の F1 の 全部 （7 組 ・

1開 四 が 幽 だ け で ，性孅 勲 遺伝拠 が X ・X 「

♀ で あ る ・ と を示 す tt ・れ に 反 して
・

メ チ ノい テ x ｝

ス テ 。 。 の ギ糊 を 粥 た 遣伝 醐
．

ス の ・ メ 勘 〔X
・

賜 舶 罪 顛 す る と ・
F1 に は N9 と ヒ メ 勘 6 が 半

数 つ つ 〔13 組，白 957 与
， と δ576）で き た ．

問 androg ．　en 処 瓔 を し た 場 合 に 死 亡率 が高 い 傾向 が あ る か J （江 上 信雄｝

答 　遺 伝的 メ ス の 方 の 死 亡 率 が 高 い 、

　　　　　　　　　　　　　　　 綜 合 討 論 　な し

　　　　　　　　 ヌ マ カ エ ル の 性 吉 倉 　 真 儻 大 ・理 ・生 ）

ヌ 切 工 、咐 懺 に 粉 化 種踟 嘱 し 譲 態期 に は 生 殖腺は 未 分 化 で あ る が ， 変態完 了 と と もに 殆 ど 総 て

の 魏 腺は 旦鬮 醗 達 す る．　 1一か し…豈置 雄 の 卵剣 誌 縄 ず し も；矍勧 勺雌 磁 れ と全 く・r・・i様 で あ る と｛蝦

駄 匹 購 皮 層 の 発 溺 弧 早期発 生 せ る 卵継 の 少嬲 在す るに 凝 な い もの や ・ 卵 繝 ≒の す で に 生 殖

鰌 に く融 だ され て
’
。 ・7。，　／の な ど ， 正 常 の 卵巣 と は 調 擬 属 祕 ・あ る・ しか し軅 胞 碑 期発 生 力著

Lvsuz 合 に は正 常購 と
．
議別 し 翫 い ．こ れ ら の 聯 田胞 は 遺伝 1雌 に お い て は 次第 に 退 ！ltし・髄層 の 発三郵

と もた つ て 生 殖 腺 に 蹠 備 管 が形成 さ れ る ．演 者 は IR 本 各堰 ・継 の 性 分 化 細 究中で あ る が ， 分 硯 の

北 上 す る に 従 つ て 粹楽 の 分 化 が 促進 さ れ て い る と い ら結
・果 を得 た 〔第 1 表）。
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　有尾両生類 の 始原生殖細胞 の 後成性　天　沼 　　昭
・
朝　山　新 　

一
（大阪市大 ・理 工 ・生 〕

有尾両生 類 の 始原 生 殖編 包（PGG ｝の 後 威性 に つ ・バ 瀬 討す る た め に 一 ） イ モ 吸 び サ ン シ 助 ウ オ の 中

期嚢胚 の 予 定 中 間 中旺葉除去 ，
H ）サ ン シ ヨ ウ ウ オ の 初期神経 胚 の 予 定 中 間 中 杯葉 除去 ，　H1 ）サ ン シ ヨ ウ ウ

オ の 欄 勤 の 膿 胚 へ 他胚 の 駟 上唇部 の 撤 に よ

’
る二 獗 の ne成 ）

a・黝 を行 な つ た ・ 結果 は ・
エ）で は

イ モ リは 10 例 中 9 帥 ・
，

tt ソ シ ヨ ウ ウ オ は 1・ 例 中 4 例 に PGC の 形成 が み ら れ た ・ PGC の 欠失 し て い

る 場 合 は 中 腎 ，ポ ，レ 7 管 に も異常 が み られ た 。
エ1） で は 14 例中 12働 ・正 常 な 泌 謄 殖系 が 分 化 し た ・III｝

一
（
t
は ， 胴部 ＋［ 誘導 さ れ た ⇒ 蜥 ll 例 中 5 例 F・− r　 PGC の 分 化 が 認 め ら れ ・そ の 部域 に は ・ 脊髄

’脊索 ’筋

肉 ．中 腎 並 管 の ほ か tC， ポ ル フ 管 が 形威 され て V ・る場 合 が あ つ t［ ：以 上 の 粘果 か ら ・
PGG は ・胚の 発生

に 伴 っ て 生 じ る組織環境 の 誘導 に よ つ て ，…暫 の あ る段階で
， 後成的 に 弼 匕す る と 考 廴 ら オし る・

　　　有 尾 類 の 生 殖 巣 形 成 と 組 織 要 因 高 　本 　 薫 〔大 阪市大 ・理 工 ・生 ）

　イ モ リ，サ ン シ ヨ ウ ウ オ の 胚を用 V・， 生 殖巣形成 過程 にお け る 繍 誤 境 要因を し ら べ た ・礁 尾 芽胚 の 生

殖巣形成 域 の 脊索 を 除去 し て も生 殖巣 は 形成 され る．神経胚 に 同期 の 原 蝪蓋 を単茜虫に ・ ま た 神経板 の
一ssa
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